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大豆の養分吸収について

収量向上への効果
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生育向上への効果
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あおもりの未来、
技術でサポート
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産技

県内の水田土壌は低ｐＨ化が進み、畑へ転換して大豆栽培をする際には６割の圃場が石灰飽和度※の
改良基準値(40～65%)を下回ります。今回、転換畑大豆栽培において改良基準を目標とした石灰施用が
生育・収量向上に与える効果について紹介します。

◆大豆はイネに比べると
養分吸収量が多い。

◆特に石灰吸収は
イネの５倍以上あり
石灰の要求量が高い。

大豆とイネの養分吸収傾向(H26～H28平均値)
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※石灰飽和度とは
土壌が養分を保持できる容量（CEC：
塩基置換容量）に占める養分量（塩基
飽和度）のうち、石灰の割合のこと。
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改良基準を満たす
石灰施用は、特に
開花期以降の生育
を向上させる。
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改良基準を満たす石灰施用は、
根粒菌を増加させる傾向。

大豆収量の推移（H26～H28）

◆ 改良基準(石灰飽和度40～65％)を満たす石灰の施用は、収量を向上させます。
◆ 石灰施用の効果は、２～３年から徐々に現れるので、数年連用することが重要です。


